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平
成
　
年
第
４
回
定
例
会
が
、　
月
　
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
　
日
間
の
会
期

２２

１１

２５

１２

１６

２２

で
開
か
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
等
は
議
案
　
件
、
報
告
１
件
が
あ
り
、
議
案
　
件
は
原
案
の

１３

１３

と
お
り
可
決
さ
れ
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
平
成
　
年
度
決
算
９
件
は
認
定
さ

２１

れ
ま
し
た
。

陳
情
２
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
発
議
案
３
件
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

月
定
例

　
月
定
例
会会

１２１２

　
陳
　
　
　
情
 

○
陳
情
第
　
号
　
　
不
採
択

１２

　
安
心
の
高
齢
者
医
療
制
度

確
立
の
た
め
国
へ
の
意
見
書

提
出
を
求
め
る
陳
情

○
陳
情
第
　
号
　
　
不
採
択

１３

　
生
活
保
護
の
老
齢
加
算
の

復
活
を
国
に
求
め
る
陳
情

　
議
員
発
議
案
の
概
要
 

○
発
議
案
第
１
号
　
可
　
決

　
山
武
市
議
会
会
議
規
則
の

改
正
に
つ
い
て

　
議
員
の
質
問
に
対
し
て
執

行
部
に
反
問
す
る
権
利
を
付

与
す
る
も
の

○
発
議
案
第
２
号
　
可
　
決

　
山
武
市
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

　
費
用
弁
償
の
廃
止
を
す
る

と
と
も
に
、
期
末
手
当
支
給

率
の
引
き
下
げ
を
す
る
も
の

○
発
議
案
第
３
号
　
可
　
決

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
　
可
　
決

１１

　
平
成
　
年
度
山
武
市
介
護

２２

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
既
定
の
予
算
額
に
９
５
２

万
３
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
の
総
額
を
　
億
２
千
４

3５

２
４
万
３
千
円
と
す
る
も
の

○
議
案
第
　
号
　
　
可
　
決

１２

　
平
成
　
年
度
山
武
市
水
道

２２

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　
収
益
的
収
入
の
既
決
予
定

額
に
２
０
８
万
１
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
３
億
９
千
５

３
９
万
円
と
す
る
も
の

○
議
案
第
　
号
　
　
可
　
決

１３

　
平
成
　
年
度
一
般
会
計
補

２２

正
予
算
（
第
６
号
）

　
既
定
の
予
算
額
に
９
千
１

４
１
万
４
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
の
総
額
を
２
０
６

億
９
千
９
３
６
万
６
千
円
と

す
る
も
の

○
報
告
第
１
号
　

　
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い

て
（
損
害
賠
償
の
額
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て
）　

規
約
の
内
容
、
効
力
に
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
限
度
に
お
い

て
、
用
字
・
用
語
の
統
一
等

の
整
備
を
図
る
も
の

○
議
案
第
８
号
　
　
可
　
決

　
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

を
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

○
議
案
第
９
号
　
　
可
　
決

　
平
成
　
年
度
山
武
市
一
般

２２

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
既
定
の
予
算
額
に
１
億
３

千
４
２
８
万
６
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
２

０
６
億
７
９
５
万
２
千
円
と

す
る
も
の

○
議
案
第
　
号
　
　
可
　
決

１０

　
平
成
　
年
度
山
武
市
国
民

２２

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　
事
業
勘
定
の
予
算
額
に
１

億
５
千
３
５
８
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
　７0

億
１
０
９
万
３
千
円
と
す
る

も
の

　
地
方
独
立
行
政
法
人
さ
ん

む
医
療
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す

る
看
護
師
を
確
保
す
る
た
め

に
、
看
護
学
生
に
対
し
修
学

等
に
必
要
な
資
金
を
貸
付
け

る
制
度
を
整
備
す
る
も
の

○
議
案
第
６
号
　
　
可
　
決

　
山
武
市
水
道
企
業
職
員
の

給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関

す
る
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

　
賃
金
の
支
払
い
に
関
す
る

条
例
の
改
正
を
行
う
も
の

○
議
案
第
７
号
　
　
可
　
決

　
山
武
郡
市
広
域
水
道
企
業

団
規
約
の
左
横
書
き
の
実
施

等
に
関
す
る
規
約
の
制
定
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　
山
武
郡
市
広
域
水
道
企
業

団
規
約
の
形
式
を
左
横
書
き

に
改
め
る
と
と
も
に
、
当
該

○
議
案
第
３
号
　
　
可
　
決

　
山
武
市
公
告
式
条
例
の
改

正
に
つ
い
て

　
山
武
市
さ
ん
ぶ
の
森
交
流

セ
ン
タ
ー
あ
ら
ら
ぎ
館
内
に

山
武
出
張
所
が
移
設
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
市
の
条
例
及

び
規
則
を
公
布
す
る
掲
示
場

の
所
在
地
を
変
更
す
る
も
の

○
議
案
第
４
号
　
　
可
　
決

　
山
武
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
改
正
に
つ
い

て　
人
事
院
及
び
千
葉
県
人
事

委
員
会
の
勧
告
に
鑑
み
関
係

す
る
条
例
を
改
正
す
る
も
の

○
議
案
第
５
号
　
　
可
　
決

　
山
武
市
看
護
学
生
奨
学
金

貸
付
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
議
案
の
概
要
 

○
議
案
第
１
号
　
　
承
　
認

　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
　２２

年
度
山
武
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
））

　
既
定
の
予
算
額
に
１
千
８

８
１
万
９
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
の
総
額
を
２
０
４

億
７
千
３
６
６
万
６
千
円
と

す
る
も
の

○
議
案
第
２
号
　
　
承
　
認

　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
　２２

年
度
山
武
市
組
合
立
国
保
成

東
病
院
事
業
清
算
事
務
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
））

　
既
定
の
予
算
額
か
ら
　
万
４0

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
　
億
８
千
６
０

１９

８
万
３
千
円
と
す
る
も
の


